
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

にいがた摂⾷嚥下障害サポート研究会 
2021 年度 第 1 回講演会 

2021 年５⽉２９⽇（⼟） 
13:00〜17:10 

 
新潟⼤学有壬記念館 
 新潟市中央区旭町通 1-757 
（オンライン ZOOM 同時開催予定） 

NIIGATA 
SUPPORT 
SOCIETY 
OF 
DYSPHAGIA 

※本研究会会員の⽅は、12:30 より 
総会がありますので、ご参加ください。 

12:00 受付開始 
12:30 にいがた摂⾷嚥下障害サポート研究会総会 
13:00 開会あいさつ 
13:05 講演「 」 

講師 井上 誠 先⽣ 
（新潟⼤学⼤学院医⻭学総合研究科摂⾷嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学分野，⻭科医師） 

14:15 企業展⽰ 
14:30 講演「在宅医療における⻭科衛⽣⼠の役割」 

講師 渡邉 理沙 先⽣ 
（医療法⼈静⼼会桶狭間病院藤⽥こころｹｱｾﾝﾀｰ，⻭科衛⽣⼠） 

15:40 企業展⽰ 
16:00 講演「医療従事者が知っておくべきサルコペニアとは」 

講師 吉村 芳弘 先⽣ 
（熊本ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院サルコペニア・低栄養研究センター，医師） 

17:10 閉会あいさつ  
 
 

〈参加費〉 
・研究会会員および学部学⽣ 無料  
・⾮会員 3000 円 

 
・5 ⽉ 20 ⽇までに⼊会確認できない場合受講不可 
・⼊⾦後は返⾦不可 

〈申込⽅法〉（先着 250 名，5 ⽉ 20 ⽇必着） 
google フォームに必要事項をご⼊⼒ください 
 フォームへのアクセスは 3 通りあります 

・https://forms.gle/Chf19HkHJQnWZ6gZ6 に直接アクセス 
・右の QR コードからアクセス 
・にいがた摂⾷嚥下障害サポート研究会ＨＰからアクセス 

google フォームでのお申込が難しい場合は、裏⾯申込書をメールにてお送り下さい。 
 
ご来場いただく参加者は抽選で 40 名とします。申込フォームで参加⽅法の希望をご記⼊下さい。 
ただし、COVID-19 感染症の感染拡⼤状況により、オンラインのみとなる可能性もあります。 
ご了承ください。 
 
必ず PC からのメールを受信できるメールアドレスをご記⼊ください。 
講演会５⽇前までにメールにて ZOOM の接続⽅法をお知らせします。 
メールが届かない場合はご連絡ください。 

 
〈お問合せ先〉にいがた摂⾷嚥下障害サポート研究会 新潟⼤学内事務局 
       新潟⼤学医⻭学総合病院⼝腔リハビリテーション科 
       TEL.025-227-2999 担当：伊藤（oral-reha@dent.niigata-u.ac.jp） 

 



井上 誠先生 （新潟⼤学⼤学院医⻭学総合研究科 摂⾷嚥下リハビリテーション学分野，⻭科医師） 

「摂食嚥下機能を考えること・摂食嚥下障害の支援を考えること」 

摂⾷嚥下運動について，単なる顎⼝腔顔⾯や咽喉頭の機能として捉えるのではなく，ことに臨床を進める
にあたっては，⾷べることを楽しみと捉えた⾼次脳機能の関与，呼吸などの周辺機能との機能連関を考慮す
べきです．今回，これらの機能について，教科書には記載されていない近年の基礎・臨床報告なども含めて
解説するともに，⾼齢者を中⼼とした摂⾷嚥下障害に対してあるべき取り組みの姿について，皆さんと⼀緒
に考えてみたいと思います． 

 

渡邉 理沙先生 （医療法⼈静⼼会桶狭間病院藤⽥こころケアセンター，⻭科衛⽣⼠） 

「在宅医療における歯科衛生士の役割」 

 2025年を⽬前に迎え，在宅医療の提供量も増加傾向にある．要介護認定者の18%は摂⾷嚥下障害を有し
ており，うち40%は在宅療養患者であるという報告がされていることからも，在宅医療に関わる⻭科衛⽣⼠
は“⾷”への⽀援を含めた対応が必要であり，その需要は今後さらに⾼まることが予想される． 
 本講演では，実際の介⼊例を提⽰しながら，在宅医療における⻭科衛⽣⼠の役割を参加者との共通認識に
繋がる場にしたいと考える． 

 

吉村 芳弘先生 （熊本リハビリテーション病院サルコペニア・低栄養研究センター，医師） 

「医療従事者が知っておくべきサルコペニアとは」 

サルコペニアとはギリシャ語の「筋⾁」を表す“サルコ”と，「喪失」を表す“ペニア”を組み合わせた⾔葉で，筋
⾁量が減少し，筋⼒や⾝体機能が低下している病的な状態（＝疾患）です．転倒・⾻折，寝たきり，認知機能低
下，嚥下障害，⼝腔機能低下などの原因にもなるため，⼗分な栄養の摂取や，体⼒維持・筋⼒増加のための運動
などによりサルコペニアを予防することが重要です． 
 
 
【申込先】にいがた摂⾷嚥下障害サポート研究会 新潟⼤学内事務局 伊藤 
    Google フォームに⼊⼒できない場合のみ，oral-reha@dent.niigata-u.ac.jp にお送りください． 
 

2021 年度 第 1 回にいがた摂⾷嚥下障害サポート研究会講演会 
参加申込書 

 
所属団体・学部・学科名  

⽒名  

職種  

参加区分 □ 会 員（無料）    □ 学部学⽣（無料） 
□ ⾮ 会 員（3,000 円）  □ ⼊会希望（年会費 3,000 円） 

連絡先電話番号          −       − 

メールアドレス  

⽇本摂⾷嚥下リハビリテーション学会認定⼠番号 
（単位取得希望者のみ記⼊）  

⽇本⻭科衛⽣⼠会会員番号 （申請予定） 
（単位取得希望者のみ記⼊）  

 


